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■目　　的：　技術の微細化・高密度化の進展により、洗浄技術の製品の品質へ及ぼす影響が大きくなってい
ます。また、環境問題への意識の高まりからその重要性がますます大きくなっています。そこで、
各種電子部品・機構部品の総合展TECHNO-FRONTIERでは、環境対応と高品質を実現する「次
世代洗浄技術」をテーマに電子部品・機構部品に対象を絞った専門展示会を開催いたします。 

■展示規模：14社／18小間（共同出展を含む　前回23社／ 30小間） 
■入場者数：3,890名（前回5,919名） 

開催概要 

来場者アンケート結果 
［実施日］ 2009年4月15日（水）～17日（金）　［有効回答数］ 122

地域別分類 ※（　）内は前回 

役職別分類 ※（　）内は前回 

●北海道 
　0.0（0.0）％ 

●東北 
　0.0（2.1）％ 

●甲信越・中部・北陸 
　6.6（15.5）% 
 
●中国・四国 
　0.8（2.6）% 
 

●九州・沖縄 
　0.0（1.5）% 
 

●近畿 
　5.7（9.3）%

●東京 46.0（28.3）% 
●千葉 11.5　（6.2）% 
●神奈川 17.2（18.0）% 
●埼玉 5.7　（5.2）% 
●群馬・栃木・茨城 4.9　（9.8）%

●海外 1.6（0.5）% 
●無回答 0.0（1.0）% 
 

その他 9.8（8.8）% 経営者・役員 4.1（7.2）%

部長・次長・室長  
15.6（9.8）% 
 

係長・主任  
13.1（23.7）%

課長  
14.8（13.4）% 
 

社員・職員  
40.1（31.9）% 
 

専門職 2.5（5.2）% 
 

教職 0.0（0.0）%

業種別分類 

鉱業　0.8%

製造業 
73.9%

商社　 
13.1%

情報・通信　1.6%
建築・建設・エンジニアリング　1.6%

エネルギー　1.6%

銀行・保健・金融　0.0%

運輸　0.0%

サービス　2.5%

電子・電気機械　 
49.0%

建設機械　1.1%

計測機器（センサ/計測機器・部品） 
2.3%

アミューズメント機器　1.1%

産業用ロボット　1.1%

工作機械　3.4%

印刷機械　1.1%

食品加工機械　1.1%

油・空・水圧機器　2.3%

繊維・編機・縫製機械　1.1%

製造業 

電子・ 
電気機器 

家電 
17.9%

その他 
12.8%

電子部品 
23.1%

パソコン・モバイル関連 
10.3% 
 

音響・映像 
　2.6%

車載向け電装機器 
2.6%

事務・OA機器　 
2.6% 
 半導体・FPD製造装置、 

検査装置 
28.1% 
 

その他　 
16.7%

乗用車・トラック・商用車 
0.0%

自動車用部品・機器／ 
電装部品 
66.6%

航空・宇宙　0.0%
船舶　0.0%

昇降機　0.0%
搬送機械　0.0%

鉄道車両　 
16.7%

物流・ 
輸送機器 

官公庁その他、学校・研究機関　0.8%
広告・報道・印刷　0.0%

環境装置・公害防止装置　0.0%

金属・非鉄製品　17.0%

物流・輸送機器　5.7%

医療・福祉・理科学機器設備　2.3%

精密機器　11.4%

 
 
 
 
 
 
 
 

学生　4.1%
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来場者アンケート結果 電子・機構部品 洗浄技術展  

本展の内容に満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展に来場された目的は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

勤務先で機器や資材の購入に関与されていますか？ 
※（　）内は前回 

来場されて出展者と商談されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展で特に参考になった製品・分野は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

本展示会に出展して満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

来場者の質に満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展示会に出展された目的は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

本展示会に出展した成果は？（複数回答）  
※（　）内は前回 

次回のご出展についてお聞かせ下さい 
※（　）内は前回 

アンケート結果 出展者 
［実施日］ 展示会最終日　［有効回答数］ 13

不満 6.6（3.1）%

満足  
9.0（5.7）% 
 

ほぼ満足  
38.5（34.5）%

普通  
33.6（41.8）% 
 

少し不満  
12.3（14.9）%

4.9（13.4）% 
18.9（26.3）% 
63.9（62.9）% 
9.8（5.7）% 
4.9（13.4）% 
0.0（2.1）% 
16.4（6.2）% 
1.6（3.1）% 
1.6（0.0）% 
0.0（2.1）%

0 2010 30 40 50 60 70 80
製品を購入（検討）するため 
新しい製品を探すため 
資料・情報収集のため 
新しい提携先・取引先を探すため 
取引先が出展しているため 
シンポジウムの参加に併せて 
教育・研修・視察の一環として 

社の命令により 
海外のサプライヤーを探すため 

その他 

関与していない 
32.0（30.4）%

購入決定権を 
持っている  
9.0（12.0）%

決定権はないが 
関与している  
59.0（57.6）%

商談しなかった 
34.4（34.0）%

商談とはいかなかったが 
説明を受けた 
63.1（59.8）%

商談して成約した 0.0（0.5）%

商談中 2.5（5.7）%

0 10 20 30 
1 洗浄装置－ウェット洗浄－ 

ウェット洗浄 
超音波洗浄 

スプレー、シャワー洗浄 
真空洗浄 
脱気洗浄 
溶剤洗浄 

バレル・揺動・ブラシ洗浄 
浸漬、噴流、バブリング洗浄 

マイクロバブル 
２流体ジェット 

超低温エアロゾル 
その他 

2 洗浄装置－ドライ洗浄－   
 ブラスト 
プラズマ 
その他 

3 洗浄剤    
水系 

準水系 
炭化水素系 

溶剤 
その他 

4 周辺機器    
濾過装置 

油水分離装置 
純水製造装置 
溶剤回収装置 

超音波発生装置 
排水処理装置 

オゾン水製造装置 
フロン回収装置 
静電気除去装置 

恒温高湿器 
防塵衣 

クリーンルーム 
フィルタ 

5 調査・測定（検査・分析機器）   

5.7（－）% 
13.1（－）% 

17.2（29.4）% 
9.0（－）% 

13.9（14.4）% 
6.6（－）% 

9.8（13.9）% 
6.6（2.1）% 
2.5（－）% 
9.0（－）% 
2.5（6.2）% 
3.3（－）% 

 
1.6（17.5）% 
10.7（21.1）% 
13.1（1.5）% 

 
4.1（11.3）% 
18.0（4.1）% 
4.9（17.5）% 
18.0（14.4）% 
13.1（0.0）% 

 
0.8（4.6）% 
4.1（9.8）% 
9.0（4.6）% 
3.3（2.6）% 
7.4（7.7）% 
8.2（3.1）% 
6.6（3.1）% 
5.7（2.6）% 
3.3（2.6）% 
4.1（1.5）% 
0.0（0.0）% 
2.5（0.0）% 
4.1（－）% 
4.1（0.0）% 
4.9（8.8）%

満足  
7.7（0.0）%

ほぼ満足  
23.1（56.1）% 
 

普通　 
38.4（31.3）% 
 

不満  
15.4（6.3）% 
 

少し不満  
15.4（6.3）% 
 

少し不満 
23.1（18.7）%

不満 0.0（6.3）% 満足 0.0（6.3）%

ほぼ満足 
7.7（18.7）%

普通 
69.2（50.0）%

0 10 20 30 40 50 70 8060

53.8（56.3）% 

38.5（62.5）% 

23.1（18.8）% 

7.7（0.0）% 

23.1（31.3）% 

46.2（75.0）% 

23.1（6.3）% 

7.7（6.3）% 

23.1（0.0）% 

15.4（0.0）% 

7.7（0.0）%

新製品のＰＲ 

企業のＰＲ 

展示会場での来場者との商談 

展示会場での出展者との商談 

市場調査 

新規顧客の開拓 

既存顧客とのコミュニケーション 

代理店獲得 

前回出展して効果があったから 

同業他社が出展しているから 

その他 

0 10 20 30 40 50

商談成約した 

新規顧客の開拓ができた 

企業・製品・技術の宣伝になった 

多くのユーザ情報が得られた 

既存顧客とのコミュニケーションが深まった 

あまり効果がなかった 

その他 

 

0.0（0.0）% 

30.8（31.3）% 

38.5（56.3）% 

23.1（31.3）% 

7.7（0.0）% 

23.1（6.3）% 

23.1（12.5）%

出展しない  
7.7（6.3）% 
 

出展決定 0.0（6.3）% 
 

出展予定  
7.7（18.8）% 
 

未定  
84.6（68.6）% 
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第2回 2009電子部品 洗浄技術シンポジウム　開催概要 

■開催趣旨：　電子精密機器・部品の製造における洗浄の工程は、その優劣が製品の品質そのものに大きな影響を与える大変重要なプロセス
である。洗浄対象や汚れにより多種多様な方法や技術が使われ、要求される洗浄のレベルも対象物により大きな違いがあるが、
高い洗浄効果を維持しながらもコスト削減を常に要求されるとともに、近年では環境負荷の低減も重要な課題とされている。本
シンポジウムでは、電子精密機器・部品の洗浄に関わる技術の動向、および関連する課題解決のための情報交流を図り、製品価
値、信頼性の向上に繋がる洗浄技術の発展ならびに関連産業の振興を支援することをねらいとして開催する。 

■会　　期：2009年4月16日（木）～17日（金） 
■会　　場：幕張メッセ　国際会議場（千葉県千葉市） 
■参加対象：電子精密機器・部品・デバイスの製造技術、生産技術、設備設計技術領域の技術者、管理者 
　　　　　　洗浄機器･装置メーカー、建設・設備関連企業の技術者　他　 
 
■開催結果　 1. 参加事業所 13事業所 （57）　　※（　）内は前回 
　　　　　　 2. 参加登録者 13名 （65） 
　　　　　　 3. 延参加者数 17名 （99） 
　　　　　　 4. 1事業所あたり参加人数  1名 （1.1） 
　　　　　　 5. 1名あたり参加セッション数 1.3セッション （1.5） 
　　　　　　 6. セッション別参加者数 

月／日 セッション 

P-4 

P-5 

P-6

テーマ 

洗浄における環境負荷低減 

物理洗浄技術の最新動向 

電子部品の洗浄技術最新動向 

合計 

参加者数  

4 名 

8 名 

5 名 

17 名 

4月16日（木） 

4月17日（金） 

■プログラム 

地域別分類 

役職別分類 業種別分類 

（順不同・敬称略） 

2009電子・機構部品 洗浄技術展／技術シンポジウム企画委員会委員一覧 

委 員 長 角　田　光　雄 文化女子大学大学院　教授　 
 
委　　員 青　木　秀　充 大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　准教授　 
 
 二ツ木　高　志 オルガノ（株）　機能商品事業部　企画管理部　課長　 
 
 高　橋　典　久 （株）カイジョー　産業用洗浄装置事業部　エキスパートマネージャ　 
 
 湯　川　弘　之 （株）協同インターナショナル　取締役　電子営業部長　 
 
 福　山　紅　陽 協和界面科学（株）　研究開発部　部長　 
　 
 柳　川　敬　太 （株）デンソー　生産技術開発部　主任部員　 
 
 平　塚　　　豊 日本産業洗浄協議会　シニアアドバイザー　 
 
 小　池　輝　美 日本ソルベイ（株）　第一営業部　営業担当部長　 
 
 宮　本　　　誠 三菱電機（株）　先端技術総合研究所　環境システム技術部 
  主席研究員　 

●東北  
　7.7%（1人） 

●中国  
　7.7%（1人） 

●九州  
　15.4%（2人） ●近畿  

　7.7%（1人） 

●中部  
　23.0%（3人） 

●関   東　　38.5％　 　（5人） 
　・ 千   葉　15.4％   　（2人） 
　・ 神奈川　15.4％  　 （2人） 
　・ 東   京　  7.7％   　（1人） 

一般職・その他  
38.4%

係長 30.8％ 

部長  
30.8％ 

産業電機 7.7％ 

設備工事  
15.4％ 

通信機器  
15.4％ 

不明 
15.3％ 

化学 7.7％ 

半導体 7.7％ 
自動車メーカ 7.7％ 

生産財卸売業 7.7％ 

造船 7.7％ 

産業機械 7.7％ 
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第1回 2009電子・機構部品 表面処理技術シンポジウム　開催概要 

■開催趣旨：　厳しい経済環境下のもと現状を打破する新たな技術開発が求められている。 

　　　　　　　表面処理技術は、めっき、ドライプロセス（薄膜形成）、熱処理、化成処理など素材表面を目的に応じて機能化する技術の総

称ですが、電子・電気製品やそのデバイスに至るまで施されていない製品がないほど旧来から広く利用されている技術である。 

　　　　　　　ところが、近年、電子・電気製品の小型化や高効率化のニーズの高まりから信頼性を維持しつつ実現させるために、再び表面

処理技術がキーテクノロジーとなりつつあり、また、デジタル製品が主流となっている現在、海外企業とのグローバル競争を勝

ち抜く上で日本の潜在力を発揮する重要な技術と言っても過言ではない。 

　　　　　　　本シンポジウムでは、電子・電気製品の表面処理に係わる技術動向、及び関連する課題解決のための情報交流を図り、製品価

値、信頼性向上につながる表面処理技術の発展ならびに関連産業の振興を支援することをねらいとして開催する。 

■会　　期：2009年4月15日（水）～16日（木） 

■会　　場：幕張メッセ　国際会議場（千葉県千葉市） 

■参加対象：電気・電子機器関連の技術者・設計者、自動車メーカー、自動車部品メーカーの技術者・設計者 

　　　　　　半導体メーカーの技術者・設計者、めっき加工会社の技術者 
 
■開催結果　 1. 参加事業所 14事業所 
　　　　　　 2. 参加登録者 15名  
　　　　　　 3. 延参加者数 16名 
　　　　　　 4. 1事業所あたり参加人数  1.1名 
　　　　　　 5. 1名あたり参加セッション数 1.1セッション 
　　　　　　 6. セッション別参加者数 

月／日 セッション 

N-1 

N-2 

N-3

テーマ 

環境に配慮した最新表面処理技術 

電子部品の先端めっき技術 

高機能化表面処理技術 

合計 

参加者数  

7 名 

6 名 

3 名 

16 名 

4月15日（水） 

4月16日（木） 

■プログラム 

地域別分類 

役職別分類 業種別分類 

●北陸  
　7.7%（1人） 

●近畿  
　7.7%（1人） 

●中部  
　23.1%（3人） 

●四国  
　7.7%（1人） 

●関   東　　53.8％　 　（7人） 
　・ 東   京　38.5％   　（5人） 
　・ 千   葉　　7.7％   　（1人） 
　・ 神奈川　　7.7％   　（1人） 
 

一般職・その他  
53.8%

課長 7.7％ 

部長  
15.4％ 

係長  
23.1％ 

自動車メーカ 7.7％ 
 

金属製品   
23.1％ 

産業電機   
15.4％ 

不明 
15.3％ 

産業機械  7.7％ 

通信機器 7.7％ 

大学 7.7％ 

生産財卸売業 7.7％ 

電子部品 7.7％ 

（順不同・敬称略） 

第1回　2009電子・機構部品 表面処理技術シンポジウム企画委員一覧 

委 員 長 星　野　重　夫 東京都市大学　名誉教授 
 
委　　員 坂　本　幸　弘 千葉工業大学　工学部　機械サイエンス学科　教授 
 
 阿　部　寿　之 ＴＤＫ（株）　テクノロジーグループ　材料・プロセス技術開発センター 
  グループリーダー 
 
 中　野　睦　子 ＴＤＫ（株）　テクノロジーグループ　材料・プロセス技術開発センター 
  研究主任 
 
 別　所　　　毅 トヨタ自動車（株）　パワートレーン材料技術部　機能材料室　主査 
 
 守　時　克　典 パナソニック エレクトロニックデバイス（株）　開発技術センター　 
  デバイス技術開発研究所　所長 
 
 寺　門　一　佳 （株）日立製作所　オートモティブシステムグループ 
  パワートレイン事業部　主管技師 
 
 笛　木　〆　友 フエキ技術士オフィス　技術士 
 
  原　賀　康　介 三菱電機（株）　先端技術総合研究所　マテリアル技術部 
  主管技師長　工学博士 
 
 


